
　

既
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
済
み
の

方
は
、
定
期
的
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の

作
動
を
確
認
し
、
実

際
に
警
報
音
が
鳴
る

か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
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当
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
調
査
を
令
和
４
年
１
月
〜
５
月
に
か
け
て
、

仙
南
２
市
７
町
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
約

3
3
0
世
帯
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
仙
南
２
市

７
町
の
設
置
率
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す

が
、
条
例
適
合
率
は
県
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、

約
５
割
の
住
宅
で
は
十
分
な
設
置
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

仙
南
２
市
７
町
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率

は
、
前
表
に
示
す
と
お
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
条
例
適
合
率
は
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
適
正
な
場
所
に
設
置
す

る
こ
と
で
警
報
器
の
効
果
が
よ
り
一
層
発
揮
さ
れ
、

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

左
記
で
示
す
場
所
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
か
、
も
う
一
度
確
認
し
、
大
切
な
命
や

財
産
、
思
い
出
を
守
る
た
め
に
も
適
正
な
場
所
に
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
中
、
住
人
が
台
所
の
ガ
ス
の
火
を
消

し
忘
れ
て
し
ま
い
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
作
動
し
ま
し
た
。
そ
の
住
宅
付
近
で
工

事
を
行
っ
て
い
た
作
業
員
が
、
警
報
音
と

煙
に
気
が
付

き
、
消
火
器

を
使
用
し
、

早
期
に
消
火

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
適
正
な
設
置
の
お
願
い住宅用火災警報器の適正な設置場所

☑ 寝室　☑ 台所　☑ 階段（２階以上に寝室がある場合）

※設置場所ごとの住宅用火災警報器の種類
●色：煙式　　●色：煙式または熱式

注１：条例で設置が義務付けられている場所の全てに設置
　　　されている世帯の割合。
注２：条例で設置が義務付けられている場所のうち、１箇
　　　所以上設置されている世帯の割合。

備考：宮城県の（　）は全国順位です。

設置状況調査結果（令和４年６月１日現在）

区　分 設置率 注 2条例適合率 注 1

仙　南
２市７町 95.0％54.0％

宮城県
平　均 92.4％（２）63.7％（29）

全　国
平　均

84.0％67.4％

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
等
の

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
お
か
げ
で
、
大
切

な
命
や
財
産
が
失
わ
れ
ず
に
済
ん
だ
事
案

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

『
点
検
・
お
手
入
れ
』が
必
要
で
す


